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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

11
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

集
合　

午
前
10
時
（
京
阪
枚
方
市
駅
中
央
改
札
）

案
内　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）

内
容　

 

歴
史
的
な
景
観
が
保
存
さ
れ
て
い
る
枚
方
宿
の
街
並

み
を
散
策　

※
雨
天
決
行

定
員　

20
人　

※
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
可
能

北
河
内
地
区

ひ
ら
か
た
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

日
時　

12
月
６
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

会
場　

 

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
堺
市
」
駅
徒
歩

２
分
）

講
師　

吉
岡
秀
郎
氏
（
大
阪
労
災
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

歯
科
口
腔
外
科
の
最
前
線
〜
紹
介
患
者
は
そ
の
後
ど

う
な
っ
た
の
か
〜
（
仮
）

日
時　

11
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６
階
６
０

１
号
室
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

話
題
提
供
者　

福
原
稔
氏
（
吹
田
市
開
業
）

　
　
　

①
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

　
　
　

② 

帰
属
意
識
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
院
長
と
ス
タ
ッ

フ
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料　
　

定
員　

40
人

北
大
阪
地
区
会
員
交
流
会

ス
タ
ッ
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の〝
持
論
〞を
見
つ
け
よ
う

日
時　

11
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

内
田
樹
氏
（
思
想
家
、
神
戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　

＊
特
別
報
告　

「
沖
縄
県
知
事
選
の
戦
い
」

　
　
　

植
田
保
二
氏 

（
安
保
廃
棄
大
阪
実
行
委
員
会
事
務
局

長
）

参
加
費　

無
料　

事
前
申
込
制（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会　

市
民
公
開
講
演
会

内
田
樹
が
語
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
憲
法
九
条

日
時　

 

11
月
29
日
（
土
）
①
午
後
２
時
30
分
〜
、
②
午
後
５

時
〜

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

定
員　

１
０
０
人

監
督　

山
田
火
砂
子　

現
代
ぷ
ろ
だ
く
し
ょ
ん

出
演　

内
藤
剛
志
、
常
盤
貴
子
ほ
か

鑑
賞
券　

 

歯
科
の
会
員
で
事
前
に
申
込
み
を
さ
れ
た
先
生
に

は
ス
タ
ッ
フ
、
ご
家
族
様
分
含
め
て
無
料
で
お
渡

し
し
ま
す
。

主
催　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
／
大
阪
府
保
険
医
協
会

市
民
公
開
上
映
会

映
画
「
望
郷
の
鐘
〜
満
蒙
開
拓
団
の
落
日
〜
」

遠藤議員（左から２人目）

辰巳議員（右から２人目）

　

今
ま
で
は
混
雑
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
場
所

を
敬
遠
し
て
い
た
。
今
回
、

日
本
の
ウ
イ
ス
キ
ー
誕
生
を

支
え
た
竹
鶴
正
孝
を
モ
デ
ル

に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
現

在
で
は
、
歯
牙
の
形
態
の
修

復
を
目
的
に
８
０
２
０
運
動

を
推
進
し
目
標
を
達
成
し
た

歯
科
医
療
も
、
次
の
段
階
と

し
て
、
口
腔
機
能
障
害
へ
の

対
応
を
普
及
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
大
学
病
院
な
ど
で
は

専
門
外
来
が
設
置
さ
れ
る
な

ど
の
対
応
が
進
ん
で
い
る
も

の
の
、
よ
り
広
く
普
及
さ
せ

る
た
め
に
は
歯
科
医
院
で
の

対
応
の
充
実
が
望
ま
れ
る
。

そ
こ
で
、
２
０
０
９
年
５
月

に
大
阪
府
寝
屋
川
市
に
、
睡

眠
時
無
呼
吸
、
ド
ラ
イ
マ
ウ

ス
、
嚥
下
障
害
に
特
化
し
た

歯
科
医
院
を
開
院
し
た
。

　

睡
眠
時
無
呼
吸
は
、
昼
間

の
眠
気
に
伴
う
事
故
だ
け
で

な
く
、
循
環
器
疾
患
や
肥

満
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣

病
の
原
因
に
も
な
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
ド
ラ
イ
マ

ウ
ス
は
、
ス
ト
レ
ス
社
会
と

言
わ
れ
る
現
在
で
は
潜
在
患

者
が
８
０
０
万
人
に
も
の
ぼ

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
齲
蝕

や
歯
周
病
、
嚥
下
障
害
の
増

悪
因
子
と
な
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
の
一
方
で
口
腔
内
の

不
快
感
は
周
囲
に
理
解
さ
れ

ず
、
放
置
さ
れ
て
い
る
場
合

も
多
い
。
嚥
下
障
害
は
、
病

院
で
は
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
普
及
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
で
嚥
下

障
害
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

の
、
し
か
し
な
が
ら
、「
食

べ
る
」
こ
と
は
、
生
活
の
一

部
で
あ
る
た
め
、
在
宅
や
施

設
な
ど
訪
問
下
で
の
対
応
が

望
ま
れ
て
い
る
。
経
口
摂
取

が
困
難
と
な
り
、
必
要
な
栄

養
が
確
保
さ
れ
ず
、
体
の
抵

抗
力
が
低
下
す
る
と
様
々
な

疾
患
に
罹
患
し
や
す
く
、
ま

た
治
癒
し
に
く
く
な
る
。
口

腔
機
能
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

こ
と
は
口
腔
機
能
の
障
害
を

改
善
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

全
身
疾
患
の
予
防
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
歯
科
医
院
に
は
疾

患
に
罹
患
し
て
い
る
と
い
う

自
覚
の
な
い
患
者
も
来
院
さ

れ
る
。
そ
こ
で
、
歯
科
が
疾

患
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な

る
こ
と
で
、
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
る
。
今
回
、
睡
眠
時

無
呼
吸
、
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
、

嚥
下
障
害
に
つ
い
て
お
話
す

る
と
と
も
に
、
超
高
齢
社
会

に
お
け
る
歯
科
の
役
割
に
つ

い
て
皆
様
と
一
緒
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ

る
。

日
時　

12
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

10
・
８
国
会
行
動
要
請
議
員

【
面
談
】

衆
院
〈
共
産
〉
宮
本
岳
志

参
院
〈
共
産
〉
山
下
芳
生
、

小
池
晃
、
田
村
智
子

【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
自
民
〉
と
か
し
き
な

お
み
、
北
川
知
克
、
中
山
泰

秀
、
大
塚
高
司
、
左
藤
章
、

原
田
憲
治
、
竹
本
直
一
、

〈
民
主
〉
辻
元
清
美
、〈
維

新
〉
井
上
英
孝
、
浦
野
靖

人
、
松
浪
健
太
、
遠
藤
敬
、

馬
場
伸
幸
、
林
原
由
佳
、
足

立
康
史
、
上
西
小
百
合
、
木

下
智
彦
、
谷
畑
孝
、
三
宅

博
、
村
上
政
俊
、
西
野
弘

一
、
丸
山
穂
高
、
伊
東
信

久
、〈
公
明
〉
北
側
一
雄
、

佐
藤
茂
樹
、
伊
佐
進
一
、
國

重
徹
、
浮
島
智
子
、
樋
口
尚

也
、〈
生
活
〉
村
上
史
好
、

〈
無
所
属
〉
西
村
眞
悟

参
院
〈
自
民
〉
太
田
房
江
、

北
川
イ
ッ
セ
イ
、
柳
本
卓

司
、〈
民
主
〉
尾
立
源
幸
、

〈
維
新
〉
東
徹
、〈
公
明
〉

石
川
博
崇
、
杉
久
武
、
山
本

香
苗
、〈
共
産
〉
辰
巳
孝
太

郎

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

10
・
23
国
会
行
動
要
請
議
員

【
面
談
】

衆
院
〈
維
新
〉
遠
藤
敬

参
院
〈
共
産
〉
辰
巳
孝
太
郎

【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
自
民
〉
と
か
し
き
な

お
み
、
北
川
知
克
、
中
山
泰

秀
、
大
塚
高
司
、
左
藤
章
、

原
田
憲
治
、〈
民
主
〉
辻
元

清
美
、〈
維
新
〉
井
上
英

孝
、
浦
野
靖
人
、
松
浪
健

太
、
遠
藤
敬
、
馬
場
伸
幸
、

林
原
由
佳
、
足
立
康
史
、
上

西
小
百
合
、
木
下
智
彦
、
谷

畑
孝
、
三
宅
博
、
村
上
政

俊
、
西
野
弘
一
、
丸
山
穂

高
、
伊
東
信
久
、〈
公
明
〉

北
側
一
雄
、
佐
藤
茂
樹
、
伊

佐
進
一
、
國
重
徹
、
浮
島
智

子
、
樋
口
尚
也
、〈
生
活
〉

村
上
史
好
、〈
共
産
〉
宮
本

岳
志
、〈
無
所
属
〉西
村
眞
悟

参
院
〈
共
産
〉
山
下
芳
生
、

〈
自
民
〉
太
田
房
江
、
北
川

イ
ッ
セ
イ
、
柳
本
卓
司
、

〈
民
主
〉
尾
立
源
幸
、〈
維

新
〉
東
徹
、〈
公
明
〉
石
川

博
崇
、
杉
久
武
、
山
本
香
苗

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

で
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
と
な
る

鴨
居
商
店
大
将
・
鴨
居
欣
次

郎
そ
の
人
こ
そ
、
サ
ン
ト
リ

ー
の
創
業
者
（
当
時
は
寿

屋
）・
鳥
井
信
治
郎
で
あ
る
。

　

ウ
イ
ス
キ
ー
ハ
ウ
ス
に
は

サ
ン
ト
リ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
の

歴
史
を
伝
え
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
写
真
下
）
や
ウ
イ
ス
キ
ー

ダ
イ
ニ
ン
グ
（
写
真
上
）
な

ど
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
発
売
当

時
の
古
い
ウ
イ
ス
キ
ー
ボ
ト

〝
マ
ッ
サ
ン
〞
の
人
気
と
酒

の
誘
惑
に
負
け
て
、
グ
ラ
ン

フ
ロ
ン
ト
北
館
に
あ
る
大
阪

サ
ン
ト
リ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
ハ

ウ
ス
を
訪
ね
た
。

　

劇
中
で
は
マ
ッ
サ
ン
の
師

ル
を
始
め
、
サ
ン
ト
リ
ー
ウ

イ
ス
キ
ー
の
歴
史
が
感
じ
ら

れ
る
、
当
時
の
ポ
ス
タ
ー
や

写
真
を
展
示
。
ウ
イ
ス
キ
ー

の
熟
成
に
50
〜
70
年
使
用
し

が
、
気
の
合
っ
た
相
手
と
酒

を
片
手
に
語
り
合
う
場
所
を

提
供
す
る
。
日
ご
ろ
の
慌
た

だ
し
い
生
活
を
琥
珀
色
の
ウ

イ
ス
キ
ー
に
流
し
込
み
、
夢

の
中
を
さ
ま
よ
う
一
時
が
、

こ
の
上
も
な
い
至
福
の
時
間

に
な
る
だ
ろ
う
。

舎
や
車
両
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
水
戸
岡
鋭
治

氏
が
手
掛
け
た
も
の
と
し
て

知
ら
れ
る
。

　

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
に
先
立

ち
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
骨

と
ガ
ラ
ス
で
作
ら
れ
た
超
近

代
的
な
２
棟
の
商
業
ビ
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
て
早
く
も
３
年

に
な
る
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
来

場
者
数
が
３
億
人
に
達
し
た

と
い
う
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
な

人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　

大
阪
ら
し
い
雰
囲
気
は
な

い
が
、
大
阪
の
新
名
所
に
は

違
い
な
い
。

　

水
・
緑
・
時
・
エ
コ
・
情

報
な
ど
の
８
つ
を
テ
ー
マ
に

し
た
広
場
を
配
し
、
ビ
ル
の

屋
上
は
緑
化
さ
れ
、
駅
の
ホ

ー
ム
の
屋
根
は
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
と
雨
水
の
集
積
を
行
う

設
計
が
さ
れ
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
で
電
力
を
補

足
し
、
雨
水
の
集
積
で
１
日

７
０
０
㌧
の
節
水
が
行
え

る
。
環
境
に
優
し
い
商
業
施

設
を
売
り
物
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
は
大
阪
市
が
力

を
入
れ
て
い
る
再
開
発
地
域

で
、
大
阪
の
経
済
再
生
の
重

要
な
拠
点
と
位
置
付
け
る
。

施
設
所
有
者
は
西
日
本
旅
客

鉄
道
で
行
政
は
や
は
り
、
大

企
業
に
儲
け
の
草
刈
り
場
を

提
供
し
た
。

 

（
新
聞
部
・
伊
津
進
弘
）

た
樽
を
再
利
用
し
た
チ
ェ
ア

や
テ
ー
ブ
ル
と
い
っ
た
家
具

な
ど
も
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

ダ
イ
ニ
ン
グ
で
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
調
の
大
人
の
雰
囲
気

　

隣
接
す
る
大
阪
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
シ
テ
ィ
を
訪
れ
た
の
は

初
め
て
だ
。
サ
ウ
ス
ゲ
ー
ト

ビ
ル
と
ノ
ー
ス
ゲ
ー
ト
ビ
ル

に
挟
ま
れ
た
大
阪
駅
は
、
駅

267

マ
ッ
サ
ン
の
ラ
イ
バ
ル
の
歴
史
知
る

サ
ン
ト
リ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
ハ
ウ
ス

サ
ン
ト
リ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
ハ
ウ
ス

―睡眠時無呼吸、ドライマウス、摂食・嚥下障害について

12
月
度
生
涯

研 

修 

抄 

録

超高齢社会における口腔機能へのアプローチ

小谷泰子（寝屋川市開業、大阪大学歯学部附属病院
顎口腔機能治療部招聘教員　　　　　　）


